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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第44期

第３四半期
累計期間

第45期
第３四半期
累計期間

第44期

会計期間
自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日

自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日

自　平成26年４月１日
至　平成27年３月31日

売上高 (千円) 7,437,237 6,658,666 9,556,139

経常利益 (千円) 975,876 861,462 1,176,334

四半期(当期)純利益 (千円) 654,141 591,538 768,276

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 1,283,196 1,283,196 1,283,196

発行済株式総数 (株) 6,317,200 6,317,200 6,317,200

純資産額 (千円) 8,706,988 8,859,922 9,010,394

総資産額 (千円) 10,461,525 10,197,062 10,706,160

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 112.30 101.33 131.87

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 112.03 100.80 131.44

１株当たり配当額 (円) 40 40 80

自己資本比率 (％) 82.9 86.3 83.8
 

 

回次
第44期

第３四半期
会計期間

第45期
第３四半期
会計期間

会計期間
自　平成26年10月１日
至　平成26年12月31日

自　平成27年10月１日
至　平成27年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 39.68 35.12
 

(注) 1. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

2. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

3. 持分法を適用した場合の投資利益につきましては、関連会社が存在しないため記載しておりません。

　

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営んでいる事業内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(１)　経営成績の分析

当第３四半期業績の概要は以下の通りであります。

スマートフォン市場では、北米スマートフォンの生産調整の影響により、微細コネクタ向け電解金めっき薬品の

需要が低下しました。また、金めっきの薄膜化の流れはフレキシブル基板向けにも及び、その接点向け電解金めっ

きが薄膜の無電解置換めっきへの仕様変更により、薬品の需要の低下につながりました。さらに、金及びパラジウ

ム等の貴金属価格低下の影響や直近の円高の流れをうけ、売上についても当初の予算を大きく下回る結果となりま

した。

その結果、売上高は6,658百万円 (前年同四半期累計期間比10.5％減)、営業利益は770百万円 (前年同四半期累計

期間比15.2％減)、経常利益は861百万円 (前年同四半期累計期間比11.7％減)、四半期純利益は591百万円(前年同四

半期累計期間比9.6％減) となりました。

売上高の用途品目別内訳は、プリント基板・半導体搭載基板用2,311百万円、コネクタ・マイクロスイッチ用

1,327百万円、リードフレーム用2,512百万円、その他506百万円であります。

 

(２)　財政状況の分析

(資産)

流動資産は5,955百万円となり、前事業年度末に比べて60百万円の減少となりました。これは主に受取手形及び売

掛金（電子記録債権を含む）が173百万円増加したものの、現金及び預金が289百万円減少したことによるものであ

ります。

固定資産は4,241百万円となり、前事業年度末に比べて448百万円の減少となりました。これは主に投資有価証券

が447百万円減少したことによるものであります。

この結果、総資産は10,197百万円となり、前事業年度末に比べて509百万円の減少となりました。

(負債)

流動負債は385百万円となり、前事業年度末に比べて204百万円の減少となりました。これは主に買掛金が56百万

円減少、未払法人税等が174百万円減少したことによるものであります。

固定負債は951百万円となり、前事業年度末に比べて154百万円の減少となりました。これは主に繰延税金負債が

154百万円減少したことによるものであります。

この結果、負債合計は1,337百万円となり、前事業年度末に比べて358百万円の減少となりました。

(純資産)

純資産合計は8,859百万円となり、前事業年度末に比べて150百万円の減少となりました。これは主に利益剰余金

が123百万円増加したものの、その他有価証券評価差額金が309百万円減少したことによるものであります。

 

(３)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課

題はありません。

 

(４)　研究開発活動

当第３四半期累計期間の研究開発費の総額は189百万円であります。

　なお、当第３四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,640,000

計 24,640,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成27年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年２月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,317,200 6,317,200
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株でありま
す。

計 6,317,200 6,317,200 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年10月１日～
平成27年12月31日

 
―
 

6,317,200 ― 1,283,196 ― 1,026,909

 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載することが

できませんので、直前の基準日である平成27年９月30日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

（平成27年12月31日現在）

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
　(自己保有株式)
普通株式  476,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 5,840,400 58,404
権利内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式

単元未満株式 普通株式 　　　800 ― ―

発行済株式総数 6,317,200 ― ―

総株主の議決権 ― 58,404 ―
 

 

② 【自己株式等】

（平成27年12月31日現在）

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式数に
対する所有株式
数の割合（％）

   （自己保有株式）
日本高純度化学株式会社

東京都練馬区北町三丁目10番18号 476,000 ─ 476,000 7.53

計 ─ 476,000 ─ 476,000 7.53

 

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成27年10月１日から平成27年

12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成27年４月１日から平成27年12月31日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

 

３　四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 4,414,114 4,124,322

  受取手形及び売掛金 1,251,472 ※  1,424,524

  商品及び製品 81,304 120,139

  原材料及び貯蔵品 115,553 182,516

  その他 153,599 103,764

  流動資産合計 6,016,044 5,955,267

 固定資産   

  有形固定資産 99,607 104,830

  無形固定資産 38,867 27,922

  投資その他の資産   

   投資有価証券 4,511,098 4,063,490

   その他 40,541 45,551

   投資その他の資産合計 4,551,640 4,109,041

  固定資産合計 4,690,116 4,241,795

 資産合計 10,706,160 10,197,062

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 231,577 174,865

  未払法人税等 230,249 55,312

  賞与引当金 59,000 28,500

  その他 69,406 127,053

  流動負債合計 590,234 385,731

 固定負債   

  長期未払金 285,882 285,882

  繰延税金負債 780,732 626,318

  資産除去債務 38,917 39,208

  固定負債合計 1,105,531 951,408

 負債合計 1,695,765 1,337,140

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,283,196 1,283,196

  資本剰余金 1,026,909 1,026,909

  利益剰余金 5,912,326 6,036,017

  自己株式 △1,149,032 △1,134,023

  株主資本合計 7,073,400 7,212,100

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 1,899,973 1,590,260

  評価・換算差額等合計 1,899,973 1,590,260

 新株予約権 37,020 57,560

 純資産合計 9,010,394 8,859,922

負債純資産合計 10,706,160 10,197,062
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 7,437,237 6,658,666

売上原価 5,800,908 5,118,130

売上総利益 1,636,329 1,540,535

販売費及び一般管理費 727,186 769,922

営業利益 909,142 770,613

営業外収益   

 受取利息 432 444

 受取配当金 60,305 86,992

 その他 6,000 3,413

 営業外収益合計 66,737 90,849

営業外費用   

 株式交付費 4 -

 営業外費用合計 4 -

経常利益 975,876 861,462

特別利益   

 固定資産売却益 346 765

 新株予約権戻入益 11,107 -

 特別利益合計 11,453 765

特別損失   

 投資有価証券評価損 5,700 -

 固定資産除却損 - 0

 特別損失合計 5,700 0

税引前四半期純利益 981,630 862,228

法人税、住民税及び事業税 320,026 252,793

法人税等調整額 7,462 17,896

法人税等合計 327,489 270,689

四半期純利益 654,141 591,538
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等)

該当事項はありません。

 

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

 

(追加情報)

該当事項はありません。

 
(四半期貸借対照表関係)

※　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が、四半期

会計期間末残高に含まれております。

 

 
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成27年12月31日)

受取手形 ― 6,014千円
 

 

(四半期損益計算書関係)

該当事項はありません。

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期間

に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

前第３四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

減価償却費 35,206千円
 

 

 34,281千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日)

配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成26年６月20日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 232,900 4,000 平成26年３月31日 平成26年６月23日
 

 

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成26年10月24日
取締役会

普通株式 利益剰余金 233,072 40 平成26年９月30日 平成26年12月１日
 

 

(2) 基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後とな

るもの

該当事項はありません。　

 

当第３四半期累計期間(自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日)

配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成27年６月19日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 233,396 40 平成27年３月31日 平成27年６月22日
 

 

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成27年10月23日
取締役会

普通株式 利益剰余金 233,648 40 平成27年９月30日 平成27年12月１日
 

 

(2) 基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後とな

るもの

該当事項はありません。　

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、貴金属めっき用薬品製造事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎

項目
前第３四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額(円) 112.30 101.33

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額(千円) 654,141 591,538

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 654,141 591,538

普通株式の期中平均株式数(株) 5,824,829 5,838,002

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額(円) 112.03 100.80

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額(千円) ― ―

普通株式増加数(株)
（うち新株予約権）

14,343
(14,343)

30,453
  (30,453)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含まれなかった潜在株式について
前事業年度末から重要な変動がある場合の概要

新株予約権方式による
ストックオプション
第11回新株予約権（平成
26年６月20日株主総会決
議、株式の数26,700株）
 
なお、第10回新株予約権
（平成25年６月21日株主
総会決議、株式の数
26,000株）は希薄化効果
を有することとなりまし
た。

新株予約権方式による
ストックオプション
第12回新株予約権（平成
27年６月19日株主総会決
議、株式の数27,800株）
 
なお、第11回新株予約権
（平成26年６月20日株主
総会決議、株式の数
26,700株）は希薄化効果
を有することとなりまし
た。

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

平成27年10月23日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・・・・ 233,648千円

（ロ）１株あたりの金額・・・・・・・・・・・・・・ 40円

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・ 平成27年12月１日

（注）平成27年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主及び登録株式質権者に対し、支払を行います。

 

　

第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
平成28年２月８日

日本高純度化学株式会社

取締役会  御中

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　安　　田　　弘　　幸　　㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   小　　野　　淳　　史   ㊞

 

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本高純度化学

株式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの第45期事業年度の第３四半期会計期間(平成27年10月１日から

平成27年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成27年４月１日から平成27年12月31日まで)に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、日本高純度化学株式会社の平成27年12月31日現在の財政状態及び同日を

もって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において

認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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